
野外教育研究 Japan Outdoor Education Journal 3-1:37-47 (1999) 

生活技術の遂行状況の観点によるキャンプにおける野外炊事分析

白木賢信 1)

An analysis of program activities on eating in organized camp for youth 

from the viewpoint of state of perfomance of living skills 

Takanobu SHIRAKI 1 

The purpose of this paper was to make c1ear state of perfomance of living skills in program activities on eat-

ing in organized camp. In this paper， the activities were analyzed by the framework of analysis for living skill 

learning. The data for this analysis collected in an example of 8-days organized camp for youth in Shizuoka 

prefecture. The subjects involved 62 youth ranged 10 to 18 years old. The result were as follows， 1 )the state if 

perfomance of skills to prepare was low， 2)the state of perfomance of way of using firewood was fall. The 

results suggested that the state of perfomance of living skills must be taken into consideration in camp program. 
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1. 目的

本論文は、生活技術の遂行状況の観点から

キャンプにおける野外炊事を分析することに

より、キャンプにおける生活技術習得の一端

を明らかにしようとするものである O これは、

青少年の野外教育における生活技術習得の特

徴を明らかにしようとする研究の一環をなす

ものである O

我が国の青少年の野外教育研究では、これ

までに、野外教育に参加する青少年の意識的

側面に関する効果の他に、生活技術習得にか

かわる効果も一部取り上げられてきた ]J。生

活技術を習得することは、例えば第15期中央

教育審議会第一次答申でいわれたような「生

きる力JL) を育成する上でも重要であると思

われる O なぜならば、「生きる力jにはさまざ

まな側面があるが、生活をするための技術も

その一側面であり、生活技術を習得すること
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は、現代の青少年にとって今後重要性を持つ

と考えられるからである O したがって今後は、

生活技術習得にかかわる未着手の研究に取り

組む必要もあると思われるが、その場合、生

活技術習得活動が青少年の野外教育でどのよ

うに行われ、またその活動の成果としてどの

ような生活技術が習得されたのかというよう

な、青少年の野外教育における生活技術習得

の特徴を解明する必要があろう O

上述の特徴解明のためには、 (1)生活技術習

得活動が青少年の野外教育でどのように行わ

れているのかを明らかにする、 (2)青少年の野

外教育でどのような生活技術が習得されたの

かを明らかにする、という分析課題が考えら

れるが、そのための枠組も同時に必要である 3)O

(1)については、これまでに、青少年の野外教

育では生活技術習得活動のどのような領域に

ウエイトがかけられているかを分析するため

の枠組を提出し、その有効性についての検討
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を行ってきたしかし、 (2)の検討は、まだ

ほとんど行ってきていないコ o そこで、本論

文では、その第一段階として、生活技術の行

使がどの程度うまくなしとげられているかと

いうこと(ここでは、それを生活技術の遂行

状況と呼ぶ)を取り上げ、それが生活技術の

種類別にみた場合どのようになっているのか

を生活技術習得枠組を用いて明らかにするこ

とにしfニO

なお、本論文では、生活技術の遂行状況に

かかわる問題の範囲を野外教育の一形態であ

る組織キャンプ(以下、キャンプとする)に

限定し、キャンプで実施される野外炊事を事

例に検討を行うことにした O ここでいう野外

炊事とは、そのキャンプで行われる食事にか

かわる一連の活動のことである O

，1000 il'í火の日の整え方十~1100水の準晴の仕方
仁 : L:-1200砂または土などの準備の仕方

2.研究方法

2.1.分析枠組と分析方法

上述の目的を達成するために、今回は生活技

術習得枠組を用いた分析を行うことにした O

上述の枠組の作成にあたっては、技術にはさ

まざまなとらえ方があるので、生活技術をど

のようにとらえるかがまず問題となるであろ

うり l。本論文では、技術を一定の目的に達す

るための行動の仕方とし、さらにその行動の

仕方を一連の計画的な手続きとしているわ。

したがって生活技術は、生活における一定の

目的に達するための一連の計画的な手続きと

なる O そのとらえ方をもとにして、野外炊事

にかかわる生活技術(米の炊事の場合)を図-1.

のようにとらえることにした 510 野外炊事に

かかわる作業を個人で、行うか集団で行うかに

ド-2000 点火の準捕の仕方ー斗γ~2100 薪置き場の作り方 ; 
上 斗→2200つけ木・焚き付けの作 l)方 十 2210焚き付け(紙)の作り方
l 川: い2220枯枝の探し方・集め方
円 : I : ←2230枯枝の折 1)方

JJ L2240薪の割り方一一一一一一←-2241なたの使い方
沖 2300薪の保管の仕方一一一一 →2310薪の分類の仕方

;し斗ι2幻32却0雨や夜露カか、らの保護の仕方; グル一プD

ι斗30附O∞O
lト什十汁32捌O∞O火焼床の州作りけ方 :------r-;卜 3210 焚財き付け(蜘紙恥)の唯組み時方
い ， L斗←3詑22却Oつけ木や薪などの組み方
ト-;-3300マツチの擦り方
: ~34ÕÕ マ y チの火床への入れ方 1 

4000焚火の維持の仕方一「寸+4100焚き付げ・薪の補充の仕方
;」+4200空気の入れ方

5000米の炊き方 ~5100 米の洗い方
ト十5200水のコッヘルへの入れ方
ト十5300コyヘルのかまどへのかけ方

l ト←5400蒸気の確認の仕方
i卜十5500水の調節の仕方

~ー 5600 コッヘルのかまどからのはずし方
←6000焚火の消し方 i l~6100 火の燥の散らし方

トι6200火のかき回し方
ト~6300 水のかけ方
ト十6400消し炭のまとめ方
ト←6500灰の所定の場所への運び方
し寸 6600残木の保存の仕方

ト7000配膳の仕方 i l--;--7100席の決め方
;ト十7200料理の取り分け方
:」7却O食器の並べ方

←十5510味見等の仕方
:し←5520水の補充の仕方

ι8000食事の仕方 ~8100 はし等の使い方 : 
L←8200食器の使い方(持ち方、受け方、渡し方) I 

'-9000 後片付けの仕方一一~9100 テーブルの上の片付け方
十ート9200食器の洗い方 l い9210汚れの落とし方
: I ト9220洗剤の流し方
汁 L:-9230水滴のとり方
沖十9300食器の片付け方 ~9310 食器の保管の仕方
，L十9400ごみ処理の仕方 ~941Oごみ分別の仕方

I Lト9420残飯処理の仕方

(グループA 月!とヴ グループc

図-1. 野外炊事にかかわる生活技術ー米の炊事の場合一
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もよるが、生活技術は図でいえば上から )11真に

用いられていくと考えられる O なおグループ

化は、分析の際、全体的な作業にかかわる生

活技術、部分的な作業にかかわる生活技術を

区別するためのものである O 今回は生活技術

をこの枠組でとらえ、グループA、B、Cごと

に分析した O 具体的には、野外炊事にかかわ

る活動で用いられる生活技術の遂行状況を分

析した。

なお、今回の遂行状況は、第1回観察(以下、

第1回)と第2回観察(以下、第2回)の平均

であるが、具体的にはキャンプ指導者の担当

班への観察による評価値を用いている~)。評

価{直は、「ょくできた」を 5点、「あまりでき

なかったJを1点とし、その間の評価は1点き

ざみで行う 5段階評価によるものとした。

2.2.観察データ収集の方法

キャンプにおける野外教育プログラムは、

野外炊事、設営、撤収などのようなさまざま

な自然体験活動から構成されている O 今回は、

そのうちの野外炊事(とくに米の炊事にかか

わる作業)に限定した分析を行うことにした。

その理由は、野外炊事が単一のキャンプにあ

っても繰り返し実施される活動の一つであり、

枠組の有効性を検討するためにも、まずこの

活動を取り上げる必要があると考えられるか

らである O 分析に用いたデータは、これまで

に収集した観察データで、以下はその観察の

概要である O

(1)観察目的

キャンプでの生活技術習得の特徴、および

生活技術習得上の問題点を明らかにする O

(2)観察内容

キャンプ参加者(キャンパー)の食事にか

かわる生活技術習得について、以下の観

察を行う O

①生活技術の遂行状況

②生活技術の遂行状況の目標に対する到

達度

③生活技術遂行の難易度

④生活技術遂行における指導者の援助の

有無

表 -1. 観察サンプルのキャンププログラム

月日 午前 :午後 (夜)

8/16 入所式 班別活動 :歓迎パーティー

( 1日日) オリエンテーション i 選択プログラム①紹介

8/17 選択プログラム① 選択プログラム②紹介

( 2日目) ハイク、草木染め、皮細工、アニマル
トラッキング、 111遊び、紙すき、ウツ l

8/18 選択プログラム② ドクラフト、バードウォッチング、 選択プログラム③紹介

( 3日目) MTB 、楽器作り、立体地図作りなどか
ら毎日 l種目を選択する

8/19 選択プログラム③ 選択プログラム発表会

(4日日) ?ハイク準備

8/20 ハイク ソロ 10) (選択制)

(5日目) 富士山麓山の村→大沢崩れ→富士山麓山の村 (25km)

8/21 休養 :料理博覧会準備 l料理博覧会

(6日目)

8/22 班別活動 : ?、員，..>-.・云ー+ふー云/'、 持ちよりパーティー

(7日目) キャンフ。ファイアー

8/23 後片付け l退所式

(8日日) 清掃、記念撮影
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⑤生活技術の遂行過程

(3)観察対象

青少年を対象とする組織キャンプ

(4)観察サンプル(事例となった観察の対象)

キャンプ指導者団体S主催のキャンプ(具

体的なキャンププログラムは表-1.を参照)

期間:1998年8月 16 日 ~23 日 (7 泊 8 日)

場 所:静岡県立富士山麓山の村および

その周辺

参加者:62人(年齢:10~ 18歳、居住地

域:静岡県)参加者は、男女学年

混合の7班に分かれて活動した。

指導者:25人(そのうち全日程指導者は

13人)参加者によって構成され

た各班には、 1名の指導者(キャ

ンプカウンセラー)が割り当て

られた O

(5)観察方法

指導者による参与観察法(観察者:指

導者8人(キャンプカウンセラー 7人、そ

の他の指導者1人)、被観察者:参加者62

人、観察場所:静岡県立富士山麓山の村)

観察者については、本観察サンプルと

同タイプのキャンプの指導経験を過去に

有する者を選定することによって、適切

な評価を行うようにした O

なお、観察者は、前述の観察内容①~

④の観察(以下、観察A)については、観

察者7名が日時・観察班等の指示を受け、

観察内容を指定の観察記録用紙に記録し

たO また、前述の観察内容⑤の観察(以

下、観察B)では、観察者1名が任意に抽

出された1班を観察し、その観察内容を指、

補助機器としてビデオカメラを使用した。

(6)観察時期

第1回:1998年8月17日(キャンプ2日目)、

第2回:1998年8月22日(キャンプ7日目)

(7)観察記録用紙の回収状況

く観察A>回収数(回収率): 13 (92.9%)、

有効回収数(有効回収率) : 12 (85.7%) 
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く観察B>回収数(回収率) : 2 (100%)、

有効回収数(有効回収率) : 2 (100%) 

3.研究結果

3.1.キャンブ全体を通しての生活技術の遂

行状況

まず、生活技術全体の遂行状況についてで

あるが、その平均は3.40となっている(表-2.

参照)。この値は、「ふつうであったJの3点

と「どちらかといえばよくできた」の4点の

間で、観察者は、全体的には標準または標準

よりも若干高い遂行状況であると評価したと

いえる O グループ別にみると、グループA、B、

Cの順で評価値が高くなっていることから、

観察者は、全体的な作業にかかわる生活技術

の遂行状況をより高く評価していると考えら

れる O

表・2.グループ別にみた生活技術の遂行状況

グループ 第l回平均 第2回平均 両者の平均
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3.67 3.56 
3.39 3.41 
3.33 3.29 

全体 3.38 3.42 3.40 

次に、各生活技術でみた場合、どのような

生活技術の遂行状況が高く、どのような生活

技術の遂行状況が低かヮたのかについて、今

回は、生活技術を各グループごとに遂行状況

の評価値の順に並べ、それらを四分位点によ

る分割をした 111。その結果は表-3.の通りであ

るO

この分割によって、上位群に入る生活技術

を遂行状況の高い生活技術、下位群に入る生

活技術を遂行状況の低い生活技術ととらえる

ことにした。ここでいう上位群は、遂行状況

が第3四分位点より大きい生活技術群、つま

り上位25%に入る生活技術群のことである O

また、下位群は、遂行状況が第 1四分位点未満

の生活技術群、つまり下位25%に入る生活技

術群のことである O
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生活技術の遂行状況の観点によるキャンブにおける野外炊事分析

表・3. 各グループにおける生活技術 遂行状況の四分位点による分割一 よりも高くなっているが、

グループBでは逆に第 1

回の方が高くなってい

るO グループBでそのよ

うになっているのは、主

に米の炊き方にかかわる

技術の第2回遂行状況が

低くなっていることが影

響していると考えられ

るO 第2回の野外炊事で

は、第1回に比べ品数が

多く、また野外炊事後の

プログラムのための準備

もあったので、米の炊事

のみに充分な時間を割く

ことカ宝で、きなカミった O こ

---------------¥-----¥-----¥『

グループA グループB グループC

第 3 凹分位}.~.(より 9000 (4.17) 3300 (4.75) 5300 (4.38) 9200 (4.00) 

大きく、最大値以 8000 (3.80) 5100 (4.25) 3400 (4.17) 

ド 9100 (4.13) 9300 (4.13) 

~} 3 VLJ分位点 l二 5000 (3.75) 2200 (3.88) 5200 (3.88) 3210 (3.88) 3220 (3.88) 
6000 (3.75) 5600 (3.88) 9200 (3.88) 9210 (3.88) 9230 (3.88) 

9310 (3.88) 

第2l'Y分f，i:点より 6500 (3.75) 8200 (3.70) 5510 (3.75) 2240 (3.13) 

kきく、第 3匹l分 i 6400 (3.63) 8100 (3.60) 
f'1二点未i，:I:) 6100 (3.50) 6200 (3.50) 

f火~} 2 I凡l分位/.(い11 7000 (3.70) 2210 (3.50) 
fiID iて

第 1問 5400 (3.38) 5500 (3.38) 5520 (3.25) 9420 (3.25) 

大きく、第 21'_L]分 3200 (3.33) 7200 (3.25) 9410 (3.13) 

{立/.(未満 9400 (3.25) 3100 (3.17) 

7300 (3.17) 

お 1]旦]::J.J1，j:点 2000 (3.50) 4200 (3.13) 6600 (3.13) 3110 (2.50) 

iI土小fll[.)..)、|二、 お 1 4000 (3.25) 4100 (3.00) 7100 (2.92) 2310 (2.33) 2230 (2.17) 

IJ Lj分f，i:/~?!-ょÍ1:':) 1000 (2.50) 2100 (2.63) 2300 (2.50) 2220 ( 1.83) 2320 ( 1.83) 
6300(2.50) 1100(1.83) 

1200(1.83) 

※去rJlの数字は生11可[技術No.(図-l.参照)で、( )内の数字は各生活技術の遂行状況の詳価値
の、!と.EJである。

のようなキャンプ・プロ

グラムによる作業条件の違いが、上述の原因表-3.のように、上位群に入る生活技術には、

野外炊事の後片付けの仕方にかかわる技術が

多く挙げられる O その他、マッチの使用の仕

方にかかわる技術も入っている O 一方、下位

群には野外炊事にかかわる一連の作業の最初

の方に用いられるようないわゆる準備段階の

技術が多く入っている O その他には、焚火の

維持の仕方にかかわる技術なども挙げられて

いる 12)O

3.2. キャンプ前半と後半における生活技術

の遂行状況の比較

キャンプ全体を通しての生活技術の遂行状

況については前述の通りであるが、キャンプ

前半と後半でみた場合、その遂行状況に違い

はみられるのであろうか。ここでは、キャン

プ前半の遂行状況を示すものとして第 1回

(キャンプ2日日)の遂行状況、キャンプ後半

の遂行状況を示すものとして第2回(キャンプ

7日目)の遂行状況を取り上げることにした。

まず、生活技術全体とグループ別にみると、

表-2.で示されるように、全体の平均は第2白

(3.42)が第1回 (3.38) より若干高く、グルー

プA、Cの平均についても、第2回の方が第1回

47 

の一つになっているのではないかと思われる O

次に、生活技術の種類別にみるとどのよう

な特徴がみられるのであろうか。ここでは、

3.1.の検討で上位群と下位群に入った生活技術

にしぼって検討することにしたWo

表-4.は、表-3.で上位群に入った生活技術を

取り出したものである O この中で、第1回よ

りも第2回の方が高いものは、すべて8000台、

9000台に属する生活技術で、これらは野外炊

事の後片付けの仕方にかかわる技術といえる O

逆に、第1回よりも第2回の方が低いものには、

マッチの火床への入れ方、マッチの擦り方、

米の洗い方、米を入れたコッヘルのかまととへ

のかけ方が挙げられている O

表-5.は下位群の生活技術であるが、 3.1.で

も述べたように、野外炊事にかかわる一連の

作業の最初の方に用いられるような、いわゆ

る準備段階の技術が多く入っている O この準

備段階の技術を第1回と第2回の比較でみてみ

ると、第2回が高いものには、消火の準備の

整え方、(消火用の)水の準備の仕方、(消火

用の)砂または土などの準備の仕方、点火用
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表-4.第1回と第2回の遂行状況の比較ー上位群の生活技術の場合一

'lil~Hi1:J\ 出 111~ 'V Jむ 第2U1j 'i'.J~) 品l町、|とんと

観察名数 j 品 2111) 、 V j:~)の比較

3300 '2) 5.00 4.50 、 ~-0.50)

3400 (3) 4.33 4.00 、:-0.33) 

5100 :4; 4.75 3.75 、(一1.00)

5300 '4) 4.50 4.25 、 -0.25'

8000 (5¥ 3.40 4.20 メ :+0.80:

9000 i3} 3.67 4.67 メ:+1.00:

91004'. 4.00 4.25 ノ I十0.25:

9220/4:' 3.50 4.50 ノ+1.00)

9300 (4; 4.00 4.25 メ (+0.25)

※第 1[111平均と第 211!j'fJむの比較の俄lの矢印は、以下のことを示すっ

メ:第 11111、]'.J5)<第 211i]、ドJ5)

、:第 1111:、|三均>第 2[ij平均

また、 'I[人jの数値は、，*2同子均一第 l同平均Jであることを示す。

表-5.第1固と第2回の遂行状況の比較一下位群の生活技術の場合一

ゴミil¥Hii:jNo 第 1111]、ド均 第2田平.E) 第1[11] 平均と

(巨J，!京将政j 第2[rll平f)の比較

1000 '4， 2.25 2.75 ノ l十0.50i

1100 (3) 1.67 2.00 ノ 1+0.33)

1200 !3.i 1.67 2.00 メ I十0.33)

2220 (3) 1.67 2.00 ノ 1+0.33)

2230 (31 1.67 2.67 メ{十2.00)

2100 (41 2.75 2.50 、 (-0.25)

2300 13! 2.67 2.33 、 (-0.341

2310 (3) 2.33 2.33 →(  0 

2320 (3) 2.00 1.67 、'，-0.331

4000 (4) 3.25 3.25 →， 0 

4100 (4) 3.00 3.00 →(  0 
、

6300 i 41 2.75 2.25 、(一0.50¥

7100 ! 61 2.67 3.17 メ I十0.501

※箔 1IIIJ干均と第 2田平均の比較の欄の矢印は、以下のことを示す。

ノ:第 1111]平均<第 2回平均

→: ::ti 1 il~'ド均=第 2 同平均

、:抗 l lliJ 'fj~) >第 2~il 4' j5) 

また、 rl~ の数値は、(第 2 田平均 第l回平均iであることを示すコ

の枯枝の探し方・集め方、点火用の枯枝の折

り方などがある O これに対し、第2回が低い

ものは、薪置き場の作り方、薪の保管の仕方、

薪の(雨や夜露からの)保護の仕方などであ

るO このように、第2回が高いものは、主に

消火の準備の整え方にかかわる一連の技術と、

点火用の枯枝の扱い方にかかわる技術で、第

2回が低いものは、主に薪の扱い方にかかわ

る技術である O このことは、消火の準備の整

え方や枯枝の扱い方は、全体的にはうまくい

っているとはいえないものの、キャンプ後半
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の方がうまくいうていたということを示して

いる O 薪の扱い方はその逆で、キャンプ後半

の方がうまくいかなくなったことになる C

3.3.遂行状況と到達度の比較

生活技術遂行を評価する場合、上述のよう

な遂行状況の評価の仕方以外にも、遂行状況

の度合が観察者の設定した目標と比べた場合

どのようであったかというような、生活技術

の遂行状況の目標に対する到達度(以下、到

達度とする)という評価の仕方も考えられる O

この到達度の検討はすでに行っているのでW 、

ここでは、それぞれの上位群・下位群に入る

生活技術について比較してみると、それは表-

6.のようにまとめられる O

この表によると、各群において、遂行状

況・到達度の両者にほとんど同じ生活技術が

入っていることが分かるが、一方のみに入っ

ているものもわずかながらある O 上位群では、

遂行状況の方で入っていて到達度には入って

いないものに、点火時のマッチの擦り方、点

火時のマッチの火床への入れ方、食事の仕方、

食事後のテーブルの上の片付け方が挙げられ

るO これらは、遂行状況としては高かったの

にもかかわらず、到達度としてはそれほどで

もなかったということになるので、指導者の

目標値としてはかなり高いところに設定され

ていたことが推測される O また、遂行状況に

は入っていないものの、到達度には入ってい

るものは、遂行状況はとくに高くなかったが

到達度は高いということである O つまり、そ

れは、指導者の目標値としてはそれほど高い

ものではないもので、具体的には、米の炊き

方、水のコッヘルへの入れ方、味見等の仕方、

焚火方に設定されていると推測されるもので

ある O その他、この下位群にかかわるものに

は、遂行状況には入っていないが到達度には

入っているものが考えられる O それは、指導

者が設定した目標値が高かったと推測される

ため、遂行状況としては目立って低くないの

にもかかわらず、到達度としては低かったも
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表-6. 上位群・下位群別にみた生活技術の遂行状況およびその到達度 それでは、その遂行;1犬況が低

い原因はどのようなところにあ

るのであろうか。低い原因とし

ては、例えば次の2点が考えら

れるであろう O 第1は、現在の

キャンプ参加者側の特徴のーっ

として、キャンプの準備段階に

かかわる技:術などが身に付いて

いないことである O 第2は、キ

ャンプ参加者側でできることや

すべきであったことを指導者側

で事前に準備してきていたこと

である O 例えば野外炊事の場合、

準備から後片付けまでの作業に

要する時間は、 1日の活動時間

のかなりを占めている Iヘそう

なると、他の活動のための時間

を充分に確保できなくなる可能

性が生じるので、それを確保す

るために野外炊事にかかわる作

業の時間を短縮することがあ

.'引j:IJ 主IjjiI主

3300 (点火Iljの/マ y干の絞り 71

1:': 13400 点火11]の マ yチの火床への入れ)j

Ii下 5000 :;jえの炊き方

5100 :;j:':の洗い); 5100本のi先L、)j
5200水のコッヘルへの入れ方

5300 I本を入れた)ゴ yヘルのかまどへのかけ方 5300 (米を入れた j コyヘルのかまどへのかけ方

5510味見等の11:力

6200:焚火の消火における)火のかき回 L)j

8000 食事の11:);

9000 !.食事後のj後片付けの仕方 9000 (食事後の)後片付けの仕)j

9100 (食事後の)テーフルの土の片付け }j

9220 (it 6，'10洗浄11干の)洗剤jの流し方 9220 (武器洗浄lI"fの1洗剤lの流し)j

9300 1't?，fの(洗浄後の )"I~ 1':1け方 9300 食器の(洗浄後の:1'1-付け方

卜 1000消火の準備の教え方 1000 消火の準備の整え方

1100 (ii'i火HJの)水のiV二IlIilの仕方 1100 (ii'i火IIJの)水の準備の仕方

: Irr 1200 (ii'j )dfJの)砂または上などのLVefliiJOコ仕方 1200 (消火川の)砂または lーなとの準備の仕方

2100薪置き場の作 1))j 2100薪置き場の作 1)IJ 

2220 (点火用の)仙校の保し方 集め方 2220 (点火用のj枯伎の保し }J 集め方

2230 (点火山の)付伎の折 i)方 2230 (点火用の)枯枝の折り 7;

2300薪の保管;の{十jj 2300薪の保管の仕方

2310 t~ のうHíí の{!:方 2310薪の分類の仕);

2320 (*Jrの)I:Uや夜露からの保護の仕方 2320 (新の)f:liや夜露からの保護のfl:h

4000舎を火の維持の仕}j 4000炎火の維持の仕jj

4100焚きWt 新の補充の{J:方 4100焚き付け 薪の補充の11:};

6300 (焚火のii'j火IIrの)水のかけ方 6300 (焚火の消火11干の)水のかけ}j

6600残木の保存の仕方

7100 (食事をするILfの)I市の決め方

7300 (食事をするときの)食器の並べ方

※去 tl' の数字:は 'tìr~技術 No. (国一 l参照)である O

のである O このようなものには、焚火を消す

時の残木の保存の仕方、配膳をする時の食器

の並べ方が挙げられる O

4.考察

以上の結果から、今回観察を行ったキャン

プに限ってみれば、まずキャンプ全体を通し

てみると、野外炊事にかかわる準備段階の生

活技術の遂行状況が低いと考えられる。これ

は、キャンプにおける生活技術の遂行上の問

題点のーっといえるものであろう O なぜなら

ば、一連の作業における生活技術遂行では、

遂行状況の低い部分はできるだけない方が望

ましいからである O これまでにも、生活技術

習得に関する報告もなされてきているが、今

回の研究結果にみられるよつな、あるひとま

とまりの一連の作業にかかわる生活技術でど

の部分の遂行状況が低いのかという点までは

明らかにされていなかったWO
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り、準備段階などの一部の作業を指導者側で

進めておくことがある O このようなことは、

今後のキャンプ・プログラムに関して、検討

しなければならない課題のーっと考えられる O

次に、上述の準備段階の生活技術のうち、

薪の扱い方にかかわる技術は、キャンプ後半

の方が遂行状況が低い点で問題視すべきもの

であろう o 3.2.で述べたように、グループ別の

検討では、第2回の遂行状況の方が低いこと

は、米の炊き方にかかわる生活技術の遂行状

況が低いことが影響していると考えられたが、

その限りではどのくらいの遂行状況がどのく

らいまで{丘くなったのかということは干食言すで

きない。しかし、上位群・下位群ごとに検討

することによって、問題となっている生活技

術はどれであるのかがよりはっきりとできる

のである O ここでいう薪の扱い方にかかわる

技術とは、薪置き場の作り方、薪の保管の仕

方、薪の(雨や夜露からの)保護の仕方のこ
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とであるが、これらは点火の仕方や米の炊き

方にかかわる技術と違って、その遂行状況が

野外炊事の作業全体に直接的な影響を持つも

のではなく、どちらかといえば緊急時などに

対する備えとして意味の持つものではないか

と思われる O つまり、点火の仕方や米の炊き

方はそれ自体うまく遂行できないと、米の炊

事を実際に済ますことはおそらくできないで

あろうが、上述の薪の扱い方がうまく遂行さ

れなくても、米の炊事がうまくいくことは充

分あり得るのである O キャンプでは準備段階

の技術の遂行状況が低いことを先にも述べた

が、そのうちキャンプ中に何度も同じ作業を

繰り返しているのにもかかわらず、キャンプ

後半の方が遂行状況が低いものがあり、それ

は技術の特徴からみれば備えにかかわる技術

であることが予想される O

また、遂行状況と到達度を比較することに

よって、遂行状況と到達度のずれが生じてい

る生活技術は何かを明らかにすることができ

るO また、そのずれがどのようであるかによ

って、生活技術習得の特徴の一端が明らかに

されると思われる O 例えば、マッチの扱い方

にかかわる生活技術のように、遂行状況は高

いが、その到達度はそれほど高くないような

技術の場合、その技術遂行は必ずしも良いと

慮する必要があると考えられる O

5. 結論および今後の課題

本論文は、生活技術の種類別にみた場合、

遂行j犬況はどのようになっているのかを明ら

かにしようとするものであった O 分析結果を

考察してみると、 1)キャンプ全体ではとくに

野外炊事にかかわる一連の作業の最初の方に

用いられるような準備段階の技術の遂行状況

が低いこと、 2)上述の準備段階の技術につい

ては、薪の扱い方にかかわる技術はキャンプ

後半の方が低いことが考えられる O

今後の課題としては、まず第1に、青少年

の野外教育における生活技術習得の特徴を明

らかにするという問題解明のための生活技術

習得枠組の有効性の検討を行うことである O

有効性の検討にあたっては、たとえ事例研究

であっても、この枠組で生活技術習得の特徴

として何か予想できる事実があるかどうかを

検討する必要があろうが、その際、表ー7.の枠

組とのかかわりで検討しなければならないと

思われる O 今回取り上げた野外炊事にかかわ

る生活技術は、表-7.の枠組からみれば、生物

的機能維持の領域にかかわる技術の一つであ

るO これについては、生物的機能維持の領域

の他のもの(例えば、衣類や住居など)や、あ

はいえないこと、あるいは指導者側で設定さ るいは他領域(例えば、財・サービスの生

れた目標値が高すぎることが
表・1 青少年の野外教育における生活技術習得活動の分析枠組

考えられる O 今回の検討では 一生活の領域別にみた野外教育プログラムでの生活技術習得活動ー

そのどちらかであるかは判断

できないが、どちらにしても、

キャンプ・プログラムを設定

するときにどの生活技術遂行

に援助・指導のウエイトを置

くかなど、各生活技術の遂行

状況にそくして設定する必要

があるように思われる O キャ

ンプ・プログラムのf食言すに関

してはすでに述べたが、同時

にこのような点についても考

生よ五瓦辺町土竺jl野外教育 野外現|野外教育
プログラム①プログ プログラム③

生物的機 常衣食的住な物に質関す的満る足日 11 ーー一『ーーーーーーーーー一一 ーーーーーーー一一ーーーーー
能維持の
領域 睡眠や排植など生

F 一一一一一ーーー--ー一一ー 一一一一時『ーー一一一一一一ー ー一ーー一一ーーーーーーーー
物的動因の解決

健康の維持 -・ーーーーーーーー司ーーーーー ーーーーーーーーー-_.幽ーーー ーーーーー司ー骨司ーーーーー

財・サービスの生産・分配の領域

新成員の社会化の領域

秩序の維持の領域

※生活への意味付け・動機付けの領域は、表中の各領域の点根から下の部分
に位置付けられる O
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産・分配の領域など)のものについても調べ

ることによって、今回の研究結果が、生活の

すべての領域で共通していえることなのか、

あるいはある特定の領域のみにおいていえる

ことなのかが明らかになると思われる O 今後

は、枠組そのものの検討を行うと同時に、そ

の点について解明していく必要もあろう O

第2の課題は、遂行状況やその到達度に影

響を与えると思われるさまざまな要因につい

て検討することである O 野外炊事に限らず班

で行う活動にあってはキャンプカウンセラー

がどのようにかかわるかが重要になってくる

と思われるが、そのような生活技術遂行にお

ける指導者の援助の影響なども検討しなけれ

ばならないであろう O

第3に、どの種類の生活技術がどのくらい

遂行することが難しいのかというような生活

技術遂行の難易度、生活技術の遂行過程など

の検討が挙げられる O

第4としては、観察上の課題もあるであろ

うO 本論文で取り上げた観察は、 8または9人

で構成された男女学年混合の班全体の生活技

術の遂行状況の観察であった O 各班では被観

察者であるキャンプ参加者が作業を分担して

行ったこともあり、すべての参加者が各生活

技術を遂行していないので、今回の生活技術

! 日天的条件(属性など)[

|・参加者側の条件 l 
指導者側の条件

lEfrJ;Jラムの在日ijl 

の遂行状況は個人レベルのそれではなかったO

また、参加者間には年齢や性、キャンプ経験

などの違いがあるので、どの参加者がどの作

業を行ったかによって、各種生活技術の遂行

に大きな影響を及ぼすことが考えられる O こ

れらについての検討も今後の課題である O
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年度日本体育大学キャ

ンプ実習を事例とし

て一、日本体育大学紀

要、 17-2、143-153)0

2 )第15期中央教育審

議会第一次答申(1996)

一一一 → 利f究で取り上げる関係 一一一一》科IJf究では取り上げないが、存在すると考えられる関係

: 21世紀を展望した我

が国の教育の在り方

について、中央教育審

議会、第1部(3)。
図画2. 青少年の野外教育における分析枠組

3)白木賢信 (1998): 
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白木賢信

生活技術習得の観点による青少年の野外教

育プログラムの分析方 法、日本野外教育

学会第1回大会研究発表資料を参照。なお、

青少年の野外教育について図-2.のような分

析枠組を考えると、(1)の枠組は図中の「野

外教育プログラムの展開」の「自然体験活

動Jの一つである「生活技術習得活動Jを

分析対象とするものであり、 (2)の枠組はそ

の右の「野外教育の成果Jの一つである

「生活技術習得(度)Jを分析対象とするも

のである O

4 )白木賢信 (1998):青少年の野外教育にお

ける生活技術習得活動の分析枠組、日本生

涯教育学会論集、日本生涯教育学会、 19、

57-660 なお、分析枠組は表-7.である O この

表について、表側にある生活の領域は、社

会生活に必要な機能的条件という観点から

とらえた領域である O 具体的には、工:生物

的機能維持の領域(生物的 biologic機能を

維持するために必要なもので、衣食住に関

する日常的な物質的満足、睡眠や排j世など

生物的な動因の解決、健康の維持など)、

②財-・サービスの生産・分配の領域(広い

意味で経済的 economicと呼ばれるような、

生存に最低限必要な衣食住以上の物質的財

やサービスに結び付く活動など)、③成員

の再生産の領域(成員の補充に関するもの

で、出産、移住、養子縁組など)、④新成

員の社会化の領域(子どもに対する価値

観・知識・技術の提供に関するもので、教

育、養育など)、⑤秩序の維持の領域(秩

序を維持するための統制・調整に関するも

ので、法律、政治などの領域での活動)、

⑤生活への意味付け・動機付けの領域(上

述の①~⑤の領域すべてに存在しており、

それらの領域での活動をうまく進めたり、

その状態を維持したりするもので、娯楽、

教養、趣味、祭への参加など)の6領域で

ある (Bennett，John W. & Tumin， Melvin M. 

(1949) Social Life: Structure and Function、
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Alfred A.Knopf、NewYork、45-59を参照)0 

ここでは、上述の6領域を並列的に用いて

いない o &;.の領域は他のいずれかの領域に

存在するので、これにかかわる活動は表中

の各領域の点線より下に位置付けておくこ

とにしている O さらに、③の領域は、青少

年の野外教育では考えられないので削除さ

れている O

5 )今回行った研究作業の他に、生活技術の

遂行状況をもとに調べた遂行状況の到達度

を生活技術の種類別に検討したものや、到

達度に影響を及ぼしていると考えられる、

生活技術遂行の難易度や生活技術遂行にお

ける指導者の援助について検討したものが

ある(白木賢信(1999):生活技術習得枠組

による青少年の組織キャンプ分析-食事の

場合 、日本生涯教育学会論集、日本生涯

教育学会、 20、133-140、白木賢信 (1999): 

青少年の組織キャンプにおける生活技術遂

行についての検討、日本生涯教育学会第20

回大会研究発表資料を参照)。

6 )例えば、技術を構成する要素に着目した

場合、それは、(1)道具・部品、 (2)知識、

(3)テクニック・技能・ノウハウ・方法の 3

種類があり、技術はこの3種類の要素の組

合せから成り立っていることになる(小泉

賢吉郎 (1997):科学・技術論講義 社会の

中の科学・技術を考える一、培風館、東京、

107) 0 そしてこのような技術には、階層性

があることも考慮しなければならないであ

ろっ O

7 )馬場敬治(1970(初版1936)):技術と杜

会(第1巻) (馬場敬治著作選集刊)、酒井

書庖・育英堂、東京、 7-8.

8 )なお、図中の枠組内の項目については、

次の手続きを得ている O

(1)キャンプに関するテキストの内容を参考

に、野外炊事にかかわる生活技術の項目

を抽出し、先の生活技術をとらえる枠組に

当てはめた(松田稔 (1978):ザ・キャン



生活技術の遂行状況の観点によるキャシブにおける野外炊事分析

プ その理論と実際、創元社、大阪.平野

吉直 (1989) 野外炊事(日本野外教育研

究会編:キャンプテキスト、杏林書院、東

京、 71-77)を参照)。また、観察対象のキャ

ンプの指導者用マニュアルを参考に、項目

の用語等の検討を行った。

(2)キャンプ指導経験者2名(共に(社)日本キ

ャンプ協会指導者資格所有)の意見を参

考に、項目の修正をした。

9 )キャンプ全体を通しての生活技術の遂行

状況を検討する際に、 1回分の観察データ

のみを用いると、遂行状況がその観察時に

おける天気などの自然環境条件や偶然性な

どの影響を受けることがある O ここではそ

の点を少しでも避けるために、 2回分の観

察データを用いている O

10)諸澄敏之(1992):冒険プログラム 1(キ

ャンプ場内及びその周辺で行なう活動)

(日本野外教育研究会編:キャンププログ

ラム 1(野外活動テキストシリーズ 4)、杏

林書院、東京、 64-79)、64-66などを参照。

11)一般に、任意の定数p(O<p<l) に対し

て、 100p%分位点というのは、次のような

値 aのことである O 測定値を大きさの順に

並べる。 aより小さい測定値の割合が100p%

以下であり、また、 aより大きい測定値の割

合も 100(l-p) %以下のとき、 aを100p%分

位点という。このうち、 25%分位点のこと

を第 1四分位点といい、 75%分位点のこと

を第3四分位点という C 第2四分位点とは、

メディアンのことで、 50%分位点のことで

ある(佐和隆光 (1974):初等統計解析、新

曜社、東京、 42-43を参照)。

12)下位群に入る生活技術の一つに、 6300

(焚火の消火時の)水のかけ方も挙げられ

ているが、現在はかまどの火を消すのに、

次の野外炊事のことを考えて水を使用しな

いことカ三一均支的になってきている O したカf

って、今後は水を使用しない消火法の遂行

状況の方を検討していく必要があるように
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思われる。

13)注 9)で述べているように、 1回分の観察デ

ータのみを用いた検討を行う場合、遂行状

況がその観察時における天気などの自然環

境条件や前後の活動内容、活動時間などの

影響を受けている可能性も考慮する必要が

ある O ここで、キャンプ全体を通しての生

活技術の遂行状況の上位群と下位群に着目

したのは、上位群は遂行状況の高いもの、

下位群は遂行状況の低いものとして安定し

ており、上述の可能性はほとんどないと判

断したからである O

14)注 5)を参照。

15)例えば、注 1)の馬場他前掲書を参照。

16)今回の観察では、食事にかかわる作業に要

した時間は、 2回とも 3時間程度であった。


